
第 212 号 市民の会ニュース 2023 年８月１日（１）

本日 7月 19日は、平和をあきらめない北九州ネッ
トの定例街宣。最近は小倉駅前と折尾駅前の二ヵ所
宣伝にして、小倉駅前には 25 名、折尾駅前には 17
名の参加。
ビラの片面は核兵器廃絶に向けた運動参加の呼び
かけ、その裏面は日本とNATOの軍事連携について
のビラ。
スピーチは、だいたいその内容の線に沿ったもの

だけど、それに自分が思いを寄せていることなどを
加えています。
今回初めて分かったのですが、大軍拡反対の署名

や核兵器禁止条約批准を求める署名など 2～ 3種類
の署名を持って、相手の反応を見ながら「これはど
うですか」みたいな感じで、他の署名用紙も差し出
しているみたいです。さすがだなー。

しかし、いつ見ても女性が多い。だいたい参加者
の 6割か 7割が女性。新婦人のみなさんや、I（ｱｲ）
女性会議のみなさん、いつもありがとうございます。
 （竹内俊一氏FBより）

7 月 22日午後、生涯学習センターで開かれた、北
九州憲法ネット主催の「憲法連続講座：弁護士に聞
いてみよう！憲法のはなし」には、13人の方が参加。
三輪副座長の挨拶のあと、講師の小野純司弁護士（小
倉南法律事務所）が、優しい口調で話しました。そ
のあと、講師への質問も交えて、参加者の自己紹介
がなされました。足が悪く、電動車いすで来た女性は、
「日本の憲法は、世界最大の安全保障と思う。障害の
ある自分が JRにスムーズに乗れるのも憲法があるか
ら」。小倉北区の男性は「笑いは、権力者を笑い飛ば
す。この事を大事にしている。小学 3年生の孫には、
（松元ヒロの）“憲法くん”の様になってほしい」。小
倉南から参加した行政書士の方は、「その国の憲法前
文があるところは 59か国だと言う。中には“神”と
いう言葉が出てくる国もある。今、日本で改憲の風
潮が出て来ているが、心配している」等々、多くの
発言がなされました。
これらの疑問に答える形で、講師は「日本の憲法は、
国家権力を制限し、国民の権利・自由を守る法体制

と最初に述べたが、憲法 13条は、国民一人ひとりが
大切だとしている。これは他人も大切ということだ。
今、“世界の情勢にマッチしていないので憲法 9条を
無くせ！”という人もいるが、“9条を無くしたら日
本は平和になるのか？平和を求めるには、軍事でな
く、別の方向もあるという事を広く知らせることが
大切だと思う」とまとめの発言を行い、この日の講
座を閉めました。 （野瀬記）
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